
　

日
本
三
奇
祭
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る

「
島
田
大
祭
（
帯
ま
つ
り
）」は
、１
６
９
５

（
元
禄
８
）年
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
歴

史
と
伝
統
あ
る
お
祭
り
で
す
。疫
病
退
散

を
願
う
鹿
島
踊
※１

や
大
奴
で
有
名
な
大

名
行
列
※１

、迫
力
あ
る
屋
台
運
行
な
ど
見

ど
こ
ろ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

最
終
日
に
は
、大
井
神
社
の
神
様
が
御

仮
屋
町
に
あ
る
御お

た
び
し
ょ

旅
所
（
現
在
の
大
井
神

社
境
内
に
遷せ

ん
ざ座
す
る
前
の
神
社
）に
里
帰

り
す
る
「
お
渡
り
」が
行
わ
れ
ま
す
。大
名

行
列
を
先
頭
に
、神み

こ
し
と
ぎ
ょ

輿
渡
御
行
列
、鹿
島

踊
、屋
台
な
ど
が
１
㎞
近
い
列
を
作
り
、本

通
り
を
練
り
歩
き
ま
す
。元
禄
大
絵
巻
さ

な
が
ら
の
光
景
は
圧
巻
で
す
。

※１

鹿
島
踊
と
大
名
行
列
は
、県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
で
す
。

問
観
光
課 

☎
３
６-

７
１
６
３

祝

第
一
一
〇
回

第
一
一
〇
回

島
田
大
祭

島
田
大
祭大

おおやっこ
奴
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交
通
規
制

▼
島
田
大
祭
を
安
全

に
行
う
た
め
、大
祭
期

間
中
は
、本
通
り
を
中

心
に
車
両
の
交
通
規

制
（
■
部
分
）を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
た
、そ
の
他
の
場

所
で
も
時
間
帯
に
よ

り
規
制
さ
れ
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。皆

さ
ん
の
ご
理
解
・ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
島
田
大
祭
保
存
振

興
会
事
務
局

　
☎
３
５-

３
１
１
１

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ご
案
内

▼
期
間
中
、駐
車
場
か
ら
会
場
ま
で
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す（
無
料
）。

運
行
時
間
／
８
日
㈯ 

正

午
〜
午
後
８
時

　
９
日
㈰
・10
日
㈪
㈷ 

午

前
９
時
〜
午
後
８
時

運
行
経
路
／
市
陸
上
競

技
場
東
側
か
ら
Ｊ
Ｒ

島
田
駅
南
口
（
B
バ

ス
発
着
場
P
駐
車
場
）

問（
一
社
）島
田
市
観
光

協
会

　
☎
４
６-

２
８
４
４

　

島
田
大
祭
は
、第
一
街が

い

か

ら
第
七
街
ま
で
あ
る
各
街

が
、屋
台
や
鹿
島
踊
、大
名
行

列
を
つ
く
り
ま
す
。町
内
ご

と
に
役
割
が
あ
り
ま
す
が
、

市
外
か
ら
も
参
加
者
を
募
集

す
る
な
ど
、継
続
可
能
な
祭

り
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。今
年
は
、島
田
工
業
高
校

美
術
部
の
協
力
に
よ
り
、振

興
会
単
独
で
ポ
ス
タ
ー
の
作

成・配
布
を
行
い
ま
し
た
。ポ

ス
タ
ー
を
見
た
中
学
生
や
高

校
生
が
、祭
り
を
身
近
に
感

じ
て
、将
来
参
加
し
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。
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